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 非心臓手術における術後急性腎障害(AKI)に関する後ろ向きコホートである NARA-AKI コホートデー

タをもとに、AKIがその後の貧血の独立した予測因子であるか、また、AKI後の貧血が AKI後の死亡率

増加の媒介因子であるかを検討した。 

 AKI を起こした患者では、AKI を起こさなかった患者に比べて術前、術後 3 か月、6 か月、1 年の全

てでヘマトクリットが有意に低かった。背景因子、術前のヘマトクリット、推定糸球体ろ過量(eGFR)、

術後の eGFRで補正を行っても、AKIを起こした群ではヘマトクリットは有意に低かった（表１）。 

 また、AKIは背景因子で補正を行った後も、その後の死亡率の有意な予測因子であった。術後 3か月

のヘマトクリットでさらに補正すると死亡のハザード比が下がった。媒介分析を行ったところ、ヘマ

トクリットは有意な媒介因子であった(p=0.02) 

 これらの結果から、AKIはその後の貧血の独立した予測因子であり、AKI後の貧血が AKI後の死亡率

増加の媒介因子であることがわかった。研究結果は、以下のとおり論文化した。 
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